
1 

 

     令和５年度のごみ処理経費についてお知らせします 

 

千葉市では、環境省が策定した「一般廃棄物会計基準」に基づき、ごみ処理にかか

っている費用を算出しています。 

 令和５年度のごみ処理経費について、千葉市のごみの分別種類ごとに、「収集運

搬」、「中間処理」、「最終処分」、「資源化」、「管理」のそれぞれの費用を取りまとめま

したので、お知らせします。 

 なお、それぞれの費用には、人件費や委託事業者への委託料、物品購入費用、設備

（収集車両や工場など）の減価償却費などが含まれています。 

 

収集運搬 

収集運搬とは、家庭から出る可燃ごみ、不燃ごみ、びん・

缶・ペットボトルなどの資源物を、回収場所であるごみス

テーションから収集車で集め、清掃工場やリサイクルセ

ンターなどへ運ぶことをいいます。 

中間処理 

中間処理とは、収集した可燃ごみを清掃工場で焼却する

ことや、不燃ごみ・粗大ごみをリサイクルセンターで破砕

処理や圧縮処理を行い、埋め立てられるようにすること

をいいます。 

最終処分 

最終処分とは、清掃工場で可燃ごみを焼却した後に出る

灰や、リサイクルセンターで破砕処理や圧縮処理を行っ

た不燃ごみ・粗大ごみなどを埋め立てることをいいます。 

資源化 

資源化とは、収集したビン・缶・ペットボトルなどの資源

物をリサイクルするため、リサイクルセンターなどで選別

したり、圧縮したりすることをいいます。 

管理 
管理とは、清掃工場やリサイクルセンターの運営やごみ処理に関する計画の策定

など、ごみ処理全体に関わる業務をいいます。 
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１ ごみ処理費用 

 ごみの種類ごとに、１年間の処理にかかる費用をそれぞれの部門別に取りまとめたものが下の表で

す。ごみ処理全体で年間約１５０億円の費用がかかっています。 

（単位：円） 

 
収集運搬 

部門費 

中間処理 

部門費 

最終処分 

部門費 

資源化 

部門費 
管理部門費 費用合計 

可燃ごみ 2,192,438,307 6,653,166,726 182,201,102 0 835,194,866 9,863,001,002 

不燃ごみ 348,031,651 272,881,255 17,184,949 133,143,385 55,394,831 826,636,071 

粗大ごみ 832,798,236 177,848,965 4,182,466 99,962,102 166,286,027 1,281,077,795 

資源物（びん） 288,898,744 0 0 561,633,077 41,285,861 891,817,681 

資源物（缶） 548,357,068 0 0 524,591,496 49,519,511 1,122,468,075 

資源物（ペットボトル） 502,962,188 0 0 222,662,682 33,489,573 759,114,443 

剪定枝 124,970,773 0 0 226,496,864 16,221,193 367,688,830 

有害ごみ 26,441,926 0 0 13,269,949 1,832,812 41,544,686 

合計 4,864,898,892 7,103,896,947 203,568,517 1,781,759,555 1,199,224,673 15,153,348,583 

※ 資源物（古紙・布類）については、再資源化事業者による収集運搬・資源化を行っているため対象外です。 

※ 項目毎に表示単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合があります。 

 

次に、１年間のごみ処理にかかる費用の総額（費用合計）に対し、それぞれの部門が占める費用の

割合を示したものが下のグラフです。最も費用がかかる部門は中間処理部門で全体の４７％、次に費

用がかかる部門は収集運搬部門で全体の３２％をそれぞれ占めており、この２つの部門で全体の８割

近くの費用を占めています。 
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 最後に、過去３年間の費用と比較したものが下の表です。令和５年度は、収集運搬部門の一般廃棄物

収集運搬業務委託費用や中間処理部門の施設管理運営費用の増加等に伴い、前年度比約１％（約１億５

千万円）の増となりました。 
（単位：円） 

  

 
収集運搬 

部門費 

中間処理 

部門費 

最終処分 

部門費 
資源化部門費 管理部門費 費用合計 

令和２年度 4,395,208,858 5,902,421,344 254,786,939 1,685,260,593 1,098,529,817 13,336,207,551 

令和３年度 4,581,666,311 5,841,448,526 285,093,633 1,682,109,525 1,117,093,991 13,507,411,986 

令和４年度 4,810,104,241 7,003,736,750 245,426,634 1,632,719,296 1,307,193,020 14,999,179,940 

令和５年度 4,864,898,892 7,103,896,947 203,568,517 1,781,759,555 1,199,224,673 15,153,348,583 

※ 項目毎に表示単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合があります。 

 

２ 取扱量（単位：ｔ／年） 

 ごみの種類ごとに、各部門で取り扱った量を示したものが下の表です。 

 令和５年度の千葉市の「焼却ごみ量」は「226,035ｔ」ですが、ごみ処理経費の計算では、不燃ごみや

粗大ごみとして収集又は直接搬入されたもので焼却処分されたものは、不燃ごみ量や粗大ごみ量に含ま

れるため、「中間処理投入量」の「可燃ごみ量 217,234ｔ」とは一致しません。 

 
（単位：ｔ）     

 収集運搬量 中間処理投入量 最終処分投入量 資源化投入量 

可燃ごみ 149,886  217,234  14,709  － 

不燃ごみ 6,655  7,692  1,387  955  

粗大ごみ 5,057  4,757  338  717  

資源物（びん） 5,784  － － 5,754  

資源物（缶） 2,414  － － 2,414  

資源物（ペットボト

ル） 
3,437  － － 3,437  

剪定枝 6,165  － － 6,165  

有害ごみ 213  － － 213  

合計 179,611  229,683  16,434  19,655  

 

※ 項目毎に表示単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合があります。 
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３ １ｋｇ当たりの原価 

ごみの種類ごとに、１で示した各部門の「ごみ処理費用」を、２で示した「取扱量」で除したもの

（トンをキログラムに変換しているため、1,000分の 1となっている）が下の表です。 

                                                                            （単位：円） 

 収集運搬量 中間処理投入量 最終処分投入量 資源化投入量 

可燃ごみ 14.63  30.63  12.39  － 

不燃ごみ 52.30  35.48  12.39  139.42  

粗大ごみ 164.68  37.39  12.39  139.42  

資源物（びん） 49.95  － － 97.61  

資源物（缶） 227.16  － － 217.31  

資源物（ペットボト

ル） 
146.34  － － 64.78  

剪定枝 20.27  － － 36.74  

有害ごみ 124.14  － － 62.30  

全廃棄物種類 27.09  30.93 12.39 90.65 

 

※ 「ごみ処理費用」・「取扱量」ともに表示単位未満を四捨五入する前の数値で計算しているため、１及び２で示

した数値による計算結果と一致しない場合があります。 

 

 

４ 収集した資源物の売却や清掃工場での発電による電力売却による収入 

（資源物） 

資源物として収集したものを、新浜リサイクルセンターで中間処理し売却しています。主に、

びん・缶・ペットボトル・鉄くずを売却していますが、収集したもののうち資源となるものの

みを売却しているため、収集量とは一致しません。 

 

 ＜資源物等の売却収入＞ 

 売却量（トン） 平均単価（円/トン）※１ 売却金額（円） 

びん類 2,865.7  916.6 2,626,656 

アルミ缶 1,631.0  242,068.8 394,814,143 

鉄缶 783.4  51,297.7 40,186,585 

ペットボトル※２ 3,437.3  85,596.9 294,222,205 

鉄くず※３ 1,375.2  29,155.8 40,095,088 

その他資源物※４ 290.8  16,225.7 4,718,426 

合計  10,383.4 －  776,663,103 

※１：平均単価は、売却金額を売却量で除したものです。 

※２：ペットボトルは、容器包装リサイクル協会からの再商品化合理化拠出金、有償入札拠出金です。 

※３、※４：粗大ごみや不燃ごみを破砕処理した後にでる鉄くずです。 

 



5 

 

 

（売電） 

 新港清掃工場・北清掃工場でごみを焼却したときの熱（蒸気）により発電し、その電気を電力

会社等へ売却しています。 

 

 ＜売電収入＞ 

売却量 平均単価※1 金額（円） 

34,746,828kWh※2 21.50円/kWh 746,984,225 

※１：平均単価は、売却金額を売却量で除したものです。 

※２：kWh（キロワットアワー）とは、１時間当たりの発電電力量です。 

 

 

５ その他 

 古紙・布類の資源化を推進するため、集団回収を行う町内自治会等の実施団体及び回収業者並

びにごみステーションでの分別収集を行う業者に補助金を支出しています。なお、回収経費の一

部に売却益を充てているため、市への収入はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：古紙回収庫搬入分はごみステーションでの分別収集に含まれます。 

  資源物回収量(トン) 補助金額(円) 

  古 紙※１ 
集団回収 7,023 48,683,030 

ごみステーションでの分別収集 14,361 134,177,851 

布 類 
集団回収 273 4,498,065 

ごみステーションでの分別収集 660 11,884,140 

合 計 
集団回収 7,296 53,181,095 

ごみステーションでの分別収集 15,021 146,061,991 


